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※市長・副市長以下職員の投票により、昨年の市政に関する出来事を順位付けしました。

市政10大ニュース市政10大ニュース
1位 羽島の新たなランドマーク

新庁舎建設工事に着工
聖火が羽島にやってくる！
五輪に向けて機運盛り上がる

新羽島駅にエレベーター設置
駅利用者の利便性が向上

竹鼻中学校の武道場が完成
積み残し事業を着実に推進

コンビニで証明書発行を開始
マイナンバー普及にも注力

駅北本郷土地区画整理事業が完了
駅周辺のにぎわいを創出

長良川の防災船着場が完成
地域消防力の強化にも活用

水道料金を改定
施設耐震化の財源に

尾州産地を全国にPR
県内初のツイードランを開催

スリランカとの国際交流
持続的な発展へ3位 4位

5位 6位 7位

8位 9位 10位

2位

　多年に渡る行政課題となって
いた竹鼻中学校武道場整備が
昨年3月に完了。武道の必修化に
対応するとともに、次世代を担う
子どもが健康な体づくりを行う
環境を整えました。

　市民サービスを向上させるため、
昨年2月から各種証明書等を全国
のコンビニエンスストアで交付す
るサービスを開始。マイナンバー
カード取得キャンペーンも市内
商業施設で行いました。　

　平成19年に事業認可された
駅北本郷土地区画整理事業が昨年
8月に完了。地区内では飲食店が
多数立地し、外国人観光客も増加。
岐阜羽島駅周辺の活性化が促進
されました。

　市民の意見を集約し策定した基本設計・実施設
計をもとに、新庁舎の建設工事を昨年10月に着工。
21カ月の工事期間を経て、令和3年7月の竣工、
11月の開庁を目指します。

　国土交通大臣や名鉄等
関係機関への要望活動が
実を結び、昨年3月末から
名鉄新羽島駅でエレベー
ターが運用開始。併せて
多機能トイレ、内方線付
き点状ブロック、階段手
すり、誘導ブロック、触知
案内図、音声誘導装置も
整備され、バリアフリー
化が促進されました。

　令和2年4月5日（日）に岐阜羽島駅北から不二羽
島文化センターの区間で聖火リレー開催が決定。
県内では11市町がルート選定され、羽島市ではミ
ニセレブレーションも開催します。

　五輪に向けたホストタウン登録にとどまらず、
昨年12月の消防職員派遣による技術協力や異文化
理解を深めるイベントの開催など、国際交流の発展
に向けた取り組みを展開しています。

　災害発生時に救援物資輸送の
拠点となる防災船着場が昨年4月
に供用開始。平時は消防団の訓練
会場に利用されるなど、地域消防
力の強化にも寄与しています。

　水源地等の耐震化や更新費用の
財源とするため、昨年4月に県内
21市で最も安かった水道料金を
改定。改定後も4番目の低料金で
安定供給に努めています。

　ツイードファッションを身にまと
い、自転車の楽しさやそのマナー向
上を目指すツイードランを昨年12月
に岐阜県で初めて開催。尾州産地に
加え、市内の観光地をＰＲしました。

信頼され活力ある議会へ

安定した市政運営に向けて
　　　　　　　　　事前の一手を

羽島市長　松　井　　聡

羽島市議会 議長　星　野　　明

年頭のごあいさつ

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
令
和
初
と
な
る

新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ

り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
か
ら
議

会
活
動
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　

　
昨
年
、
本
市
の
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
で

あ
る
新
庁
舎
建
設
事
業
は
、
令
和
３
年
７

月
の
竣
工
、
11
月
の
開
庁
に
向
け
て
、
建

設
工
事
の
着
工
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

証
明
書
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の

開
始
、
駅
北
本
郷
土
地
区
画
整
理
事
業
の

完
了
等
、
行
政
の
各
分
野
に
お
い
て
着
実

に
事
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
新
年
度
か
ら
は
、
市
の
財
政
を
鑑
み
、

将
来
世
代
へ
の
負
担
を
残
さ
な
い
安
定
し

た
市
政
運
営
に
向
け
て
、
今
ま
で
以
上
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
昨
年
、

議
会
基
本
条
例
が
施
行
さ
れ
、
予
算
決
算

特
別
委
員
会
の
設
置
、
市
民
と
の
意
見
交

換
会
の
開
催
な
ど
議
会
の
機
能
強
化
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
今
後
も
、
信
頼
さ
れ
活
力
あ
る
議
会
を

目
指
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
お
聴
き

し
な
が
ら
、
羽
島
市
の
発
展
の
た
め
に
、

議
員
一
同
全
力
で
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
よ
り
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
と
と
も

に
、
本
年
も
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
平
成
か
ら
令
和
へ
と
時
代
は
移
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
輝
か
し
い

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
市
の
重
点
課
題
で
あ
る
市
役
所
新
庁
舎

建
設
工
事
の
起
工
式
を
11
月
に
執
り
行
い
、
着
工
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
19
年
に
事
業
認
可
を
受
け
て
着
手
し
た
駅
北
本
郷
土

地
区
画
整
理
事
業
が
完
了
期
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
公
共
交

通
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
名
鉄
新
羽
島
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
実
現
と
併
せ
、
新
幹
線
駅
を
中
心
と
し
た
賑
わ
い
創
出
が
見
え
る
化

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
防
災
面
で
は
、
国
土
強
靭
化
に
資
す
る
事
業

の
一
環
と
し
て
、
防
災
船
着
場
が
桑
原
町
の
長
良
川
河
川
敷
に
開
設
。

地
域
防
災
の
一
層
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
市
勢
の
活
性
化
策
と
し
て
は
、
企
業
誘
致
を
強
力
に
推
進
。
全
国
の

自
治
体
が
共
通
し
て
抱
え
る
人
口
減
少
、
少
子
化
・
高
齢
化
の
進
展
に

伴
う
「
税
収
の
減
少
と
社
会
保
障
費
の
増
加
」
、
公
共
施
設
等
の
老
朽

化
に
伴
う
「
維
持
・
更
新
費
用
の
増
加
」
等
の
課
題
に
、
立
ち
向
か
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、
市
民
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
事
業
の
「
選
択
と
集
中
」
を
進
め
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
・

子
育
て
施
策
等
の
充
実
に
も
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
　
　
　
　
　

　
以
上
の
取
り
組
み
に
加
え
、
羽
島
市
で
は
、
先
送
り
さ
れ
て
き
た
「
次

期
ご
み
処
理
施
設
建
設
」
「
市
民
病
院
の
維
持
・
経
営
改
善
」
等
の
重

点
課
題
に
対
応
す
る
必
要
が
生
じ
て
い
ま
す
。
中
期
財
政
状
況
を
分
析

し
た
と
こ
ろ
、
市
の
貯
金
で
あ
る
財
政
調
整
基
金
残
高
も
、
積
立
額
を

過
去
最
大
に
増
や
し
な
が
ら
、
使
途
を
計
画
的
に
見
極
め
て
利
用
し
、

現
在
は
30
億
円
程
度
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
後
の
大
規

模
事
業
へ
の
費
用
負
担
や
、
人
口
減
少
に
伴
う
税
収
減
を
考
慮
す
る
と
、

厳
し
い
財
政
運
営
に
直
面
す
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
安
定
し

た
財
政
運
営
を
継
続
す
る
た
め
、
事
前
の
一
手
と
し
て
市
財
政
の
「
安

定
化
対
策
」
の
実
行
を
決
断
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
新
年
度
か
ら
は
、
よ
り
一
層
の
選
択
と
集
中
の
理
念
に
基
づ
い
た
施

策
の
実
施
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
正
確
な
情
報
を

発
信
し
、
市
政
の
歩
み
を
着
実
に
進
め
、
持
続
可
能
な
自
治
体
運
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
市
民
の
皆
さ
ま
方
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
　
　
　
　

平成31年
令和元年
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市
役
所
新
庁
舎
の
建
設
に
あ
た
り
、
11

月
25
日
に
安
全
祈
願
祭
と
起
工
式
を
執
り

行
い
ま
し
た
。
建
設
予
定
地
で
あ
る
市
役

所
敷
地
内
で
行
わ
れ
た
同
式
典
に
は
、
市

関
係
者
や
施
工
業
者
ら
約
１
０
０
人
が
参

加
。
工
事
期
間
中
の
安
全
と
円
滑
な
施
工

を
祈
願
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
新
庁
舎
建
設
工
事
は
既
に
着
工
し
て
お

り
、
今
後
は
約
21
カ
月
の
工
事
期
間
を
経

て
、
令
和
３
年
７
月
の
竣
工
、
同
年
11
月

の
開
庁
を
目
指
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
現
在
の
羽
島
市
本
庁
舎
は
、
昭
和
34
年

に
建
築
さ
れ
、
建
築
後
60
年
が
経
過
し
て

お
り
、
県
内
で
最
も
古
い
庁
舎
で
す
。
内

部
設
備
の
老
朽
化
に
加
え
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

や
ス
ロ
ー
プ
な
ど
は
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
へ
の
対
応
が
な

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
、

産
業
振
興
、
福
祉
・
子
育
て
、
上
下
水
道

の
各
部
門
が
本
庁
舎
以
外
の
建
物
に
あ
る

分
散
庁
舎
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
本
庁
舎
の
耐
震
性
に
つ
い
て
調
査
を
し

た
と
こ
ろ
、
Ｉ
Ｓ
値
は
０
・
２
４
５
で
、

一
般
的
に
求
め
ら
れ
る
下
限
Ｉ
Ｓ
値
０
・

６
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　

　
新
庁
舎
は
、
鉄
骨
造
、
地
上
５
階
建
て

免
震
基
礎
構
造
、
延
床
面
積
９
７
１
９
・

７
３
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
約
２
５
０
台
の

自
動
車
駐
車
場
を
確
保
す
る
計
画
で
す
。

　
ま
た
、
市
民
意
見
交
換
会
や
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
、
自
治
会
・
公
共
的
団
体
へ

の
調
査
、
出
前
講
座
等
に
よ
る
意
見
集
約

の
結
果
を
踏
ま
え
、
「
安
全
・
安
心
な
庁

舎
、
利
用
し
や
す
い
庁
舎
、
ま
ち
づ
く
り

に
貢
献
す
る
環
境
に
優
し
い
庁
舎
、
効
率

的
・
機
能
的
な
庁
舎
」
を
基
本
方
針
と
し

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
新
庁
舎
建
設
推
進
課
（
内

線
２
６
７
１
）
　

通
規
制
を
行
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
消
防
団
で
は
、
令
和
２
年
度
新
入
団
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
消
防
団
員
は
、
特

別
職
地
方
公
務
員
と
し
て
「
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
崇
高

な
使
命
に
よ
り
、
消
防
団
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
火
災
発
生
時
だ
け
で
な
く
平

時
に
お
い
て
も
、
訓
練
の
ほ
か
応
急
手
当

の
普
及
指
導
な
ど
、
地
域
の
消
防
力
・
防

災
力
の
向
上
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
本
年
度
も
、
各
町
内
で
新
し
く
入
団
い

た
だ
け
る
人
の
募
集
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
消
防
総
務
課
☎
（
３
９

２
）
２
６
０
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
新
年
恒
例
の
消
防
出
初
式
を
、
消
防
職

団
員
や
西
部
幼
稚
園
の
園
児
等
約
８
０
０

人
の
参
加
に
よ
り
挙
行
し
ま
す
。
　
　
　

　
消
防
出
初
式
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
消

防
活
動
に
従
事
さ
れ
た
消
防
職
団
員
の
表

彰
式
、
消
防
部
隊
行
進
、
消
防
署
の
訓
練

披
露
、
５
色
放
水
等
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
表
彰
式
、
西
部

幼
稚
園
児
に
よ
る
演
技
イ
ベ
ン
ト
も
行
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

期
日
　
１
月
19
日
（日）
　
　
　
　
　
　
　
　

時
間
　
午
前
９
時
15
分
か
ら
正
午
ま
で
　

場
所
　
不
二
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー
ス
カ
イ

ホ
ー
ル
、
コ
ス
モ
パ
ー
ク
羽
島
　
　
　
　

　
当
日
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で
、

不
二
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー
南
道
路
に
お
い

て
、
消
防
部
隊
行
進
等
の
実
施
に
伴
う
交

現
庁
舎
の
問
題
点

新
庁
舎
の
概
要

新庁舎建設工事
安全祈願祭・　
　起工式を開催

１
年
の
防
火
・
防
災
誓
う

消
防
出
初
式
を
19
日
開
催

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

消
防
団
員
の
募
集

　
従
来
の
畳
（
長
方
形
）
は
、
木
質
系

ボ
ー
ド
で
作
る
畳
床
と
い
草
を
織
っ

た
畳
表
を
機
械
で
縫
い
合
わ
せ
て
製

造
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
デ
ザ
イ

ン
畳
は
鋭
角
や
曲
線
に
な
っ
た
部
分

の
畳
表
を
裏
側
に
織
り
込
む
こ
と
が

で
き
ず
、
全
て
手
作
業
と
な
り
ま
す
。

　
多
角
形
・
曲
線
の
「
形
」
と
い
う

観
点
だ
け
で
な
く
、
畳
の
「
向
き
」

を
変
化
さ
せ
、
光
の
反
射
に
よ
る
色

の
「
濃
淡
」
を
表
現
で
き
る
こ
と
も

特
徴
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
外
部
機
関
か
ら
の
評
価
も
高
く
、

岐
阜
県
産
業
経
済
振
興
セ
ン
タ
ー
の

「
事
業
可
能
性
評
価
」
で
は
Ａ
評
価

を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
山
田
一
畳
店
（
３

９
１
）
３
０
３
３
　
　
　
　
　
　
　

　
国
内
で
も
数
少
な
い
刀
匠
資
格
を

有
し
て
お
り
、
鍛
錬
で
は
本
来
の
所

作
や
工
程
を
重
視
。
燃
料
は
岩
手
県

産
の
松
炭
で
、
重
油
や
コ
ー
ク
ス
等

に
頼
ら
な
い
昔
な
が
ら
の
鍛
冶
技
術

に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。
使
用
す
る

鎚
も
、
既
製
品
で
は
な
く
全
て
手
作

り
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
熱
田
神
宮
宝
物
庫
に
日
本
刀
が
展

示
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
作
刀
技
術
は

誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
。
近
年
で
は
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
そ
の
ビ
ジ
ネ

ス
展
開
も
外
部
か
ら
評
価
さ
れ
、
企

業
メ
セ
ナ
協
議
会
で
芸
術
・
文
化
支

援
活
動
認
定
を
受
け
る
な
ど
、
活
動

の
幅
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
淺
野
鍛
冶
屋
（
３

７
４
）
３
８
１
８
　
　
　
　
　
　
　

　
１
８
６
９
年
に
創
業
し
た
山
田

一
畳
店
は
、
竹
鼻
町
の
老
舗
畳
店

で
す
。
近
年
は
住
宅
の
洋
式
化
に

伴
い
、
畳
の
生
産
は
１
９
９
７
年

の
約
１
７
６
２
万
畳
か
ら
２
０
１

６
年
に
は
約
５
５
５
万
畳
と
３
分

の
１
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
　
　

　
五
代
目
の
山
田
憲
司
さ
ん
は
、

需
要
減
に
対
応
す
る
た
め
に
は
「
デ

ザ
イ
ン
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や

す
こ
と
が
重
要
」
と
考
え
、
従
来

の
長
方
形
か
ら
一
転
。
老
舗
の
技

術
を
活
用
し
、
多
角
形
や
曲
線
を

取
り
入
れ
た
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い

畳
の
製
造
を
開
始
し
ま
し
た
。
Ｈ

Ｐ
等
で
受
注
を
伸
ば
し
て
お
り
、

現
代
の
イ
ン
テ
リ
ア
に
マ
ッ
チ
し

た
畳
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
　

　
淺
野
鍛
冶
屋
の
横
座
で
あ
る
淺

野
太
郎
さ
ん
は
、
刃
物
の
ま
ち
関

市
で
修
業
の
後
、
伝
統
的
な
作
刀

法
を
継
承
し
た
鍛
冶
業
を
市
内
で

営
ん
で
い
ま
す
。
和
鍛
冶
技
法
に

特
化
し
、
刀
だ
け
で
な
く
包
丁
や

カ
ト
ラ
リ
ー
（
食
卓
用
ナ
イ
フ
等
）

の
商
品
も
開
発
・
販
売
。
一
般
向

け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、「
鍛

造
」
「
削
り
」
「
焼
き
入
れ
」
「
研

ぎ
」
の
本
格
的
な
工
程
で
ナ
イ
フ

を
製
作
で
き
、
女
性
や
外
国
人
に

も
人
気
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　

　
刀
を
造
る
工
程
の
美
し
さ
を
「
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
」
と
捉
え
、

積
極
的
に
情
報
発
信
す
る
こ
と
で
、

伝
統
技
術
の
保
存
・
継
承
に
繋
げ

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

－市内の優れた技術・技能者を認定－

デザイン畳で需要減に対応

鍛冶屋を「憧れの仕事」に

令和の「はしマイスター」

五代目：山田憲司さん

明治から150年続く竹鼻
町の老舗畳店。現代の
インテリアにマッチし
た「デザイン畳」を製作
している。

横座：淺野太郎さん

関市での修業により、
伝統の作刀法を継承。
鍛冶屋を身近なものに
するため、カトラリー
等も製作している。

Meister 山田一畳店

Meister 淺野鍛冶屋
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交
通
事
故
の
な
い
安
全
な
ま
ち
を
目
指

し
、
市
交
通
安
全
対
策
推
進
協
議
会
が
市

内
の
小
学
校
お
よ
び
義
務
教
育
学
校
５
・

６
年
生
を
対
象
に
募
集
し
た
交
通
安
全
作

文
に
34
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
　
　

　
審
査
の
結
果
、
次
の
皆
さ
ん
が
入
賞
・

入
選
し
、
11
月
11
日
に
市
役
所
で
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

羽
島
市
交
通
安
全
対
策
推
進
協
議
会
会
長

賞
＝
安
武
愛
純
（
竹
鼻
小
５
）
　
　
　
　

岐
阜
羽
島
警
察
署
長
賞
＝
小
林
凱
或
（
中

央
小
５
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岐
阜
羽
島
地
区
交
通
安
全
協
会
協
会
長
賞

＝
鈴
木
叶
羽
（
中
央
小
５
）
　
　
　
　
　

岐
阜
羽
島
地
区
交
通
安
全
協
会
羽
島
市
10

支
部
会
会
長
賞
＝
石
橋
佑
心
（
竹
鼻
小
５
）

羽
島
市
教
育
長
賞
＝
満
久
心
花
（
福
寿
小

６
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
選
＝
辛
嶋
桃
花
（
中
央
小
６
）
田
中
惣

基
（
堀
津
小
５
）
鳥
羽
陽
菜
乃
（
福
寿
小

６
）
堀
愛
実
（
中
央
小
６
）
渡
辺
拳
史
（
中

島
小
６
）
西
垣
怜
武
（
足
近
小
５
）
谷
口

愛
海
（
正
木
小
６
）
村
岡
咲
（
正
木
小
６
）

渡
邊
由
菜
（
竹
鼻
小
６
）
藤
田
早
紀
（
竹

鼻
小
６
）

　
二
年
前
の
十
一
月
、
突
然
の
出
来
事
が

起
こ
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
習
い
事
の
帰
り
、
い
つ
も
の
よ
う
に
母

の
運
転
す
る
車
に
乗
っ
て
い
た
時
で
し
た
。

母
が
運
転
し
て
い
た
車
の
前
に
、
対
向
車

線
か
ら
車
が
飛
び
出
し
て
き
ま
し
た
。
一

瞬
の
出
来
事
で
、
何
が
起
き
た
の
か
分
か

ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
体
へ
の
す
ご
い

衝
撃
と
大
き
な
音
、
車
の
中
が
真
っ
白
に

な
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
す
ぐ
に
母

の
「
大
丈
夫
？
」
と
た
ず
ね
る
声
が
し
ま

し
た
。
痛
い
所
は
な
い
け
れ
ど
、
こ
わ
く

て
動
け
な
か
っ
た
。
車
の
エ
ア
ー
バ
ッ
ク

が
開
い
た
か
ら
か
、
車
内
は
真
っ
白
で
息

れ
た
ん
だ
！
と
思
う
と
、
自
分
か
ら
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
し
め
る
よ
う
に
な
り
、
一
緒

に
車
に
乗
っ
た
人
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し

め
て
い
な
い
と
、
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し

て
ね
。
」
と
言
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

母
は
安
全
運
転
を
し
て
い
ま
し
た
。
何
も

悪
い
事
を
し
て
い
ま
せ
ん
。
で
も
事
故
に

あ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
自
分
が
交
通

ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
て
も
事
故
に
あ
う
事

を
身
を
持
っ
て
知
り
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
こ
の
事
故
に
あ
っ
て
、
私
が
思
う
事
を

み
な
さ
ん
に
も
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
分
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
の
は
、
当
た

り
前
の
事
。
そ
れ
は
他
人
に
も
迷
惑
を
か

け
な
い
と
言
う
事
。
そ
し
て
、
○
○
か
も

し
れ
な
い
・
・
・
と
思
う
事
。
例
え
ば
、

あ
の
車
が
角
を
ま
わ
っ
て
く
る
か
も
し
れ

な
い
。
信
号
の
な
い
交
差
点
で
車
が
急
に

ま
わ
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
○
○
か

も
し
れ
な
い
・
・
・
と
思
う
事
で
、
事
前

に
危
険
を
察
知
す
る
事
が
出
来
る
と
思
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
み
ん
な
で
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
自
分

の
命
は
自
分
で
守
る
！
と
、
つ
ね
に
意
識

し
て
、
交
通
事
故
を
減
ら
し
て
い
き
た
い

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

苦
し
く
早
く
外
に
出
た
く
て
も
ド
ア
が
開

か
ず
、
助
け
に
来
て
く
れ
た
人
が
力
ず
く

で
ド
ア
を
こ
じ
開
け
て
く
れ
ま
し
た
。
外

に
出
た
母
と
私
は
、
二
人
で
道
路
わ
き
に

座
り
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
乗
っ
て
い

た
車
が
、
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
な
っ
て
い
る

の
が
見
え
て
、
と
て
も
と
て
も
こ
わ
か
っ

た
で
す
。
後
か
ら
知
っ
た
の
で
す
が
、
対

向
車
線
で
追
突
事
故
が
起
こ
り
、
追
突
さ

れ
た
車
が
対
向
車
線
に
は
み
出
し
て
き
た

そ
う
で
、
そ
の
は
み
出
し
た
車
が
私
達
の

乗
っ
て
い
た
車
と
正
面
衝
突
し
て
し
ま
っ

た
そ
う
で
す
。
私
は
車
の
後
部
座
席
で
ジ
ュ

ニ
ア
シ
ー
ト
に
座
り
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着

用
し
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
あ
れ
だ
け

す
ご
い
衝
撃
を
受
け
て
も
、
ケ
ガ
ひ
と
つ

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
警
察
の
人
が
「
ジ
ュ

ニ
ア
シ
ー
ト
に
座
り
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

し
っ
か
り
し
め
て
い
た
か
ら
助
か
っ
た
ん

だ
よ
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
が
命
を
守
っ
て
く

れ
た
ね
。
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
い

つ
も
は
母
が
、
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て

ね
。
」
と
言
う
か
ら
何
も
考
え
ず
に
、
た

だ
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
つ
け
て
い
る
と
い
う

感
覚
で
し
た
。
警
察
の
人
が
言
わ
れ
た
よ

う
に
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
が
命
を
守
っ
て
く

竹鼻小学校５年

安武 愛純さん

み
ん
な
に
伝
え
た
い
事

交
通
安
全
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

最
優
秀
作
品
は
安
武
愛
純
さ
ん

　11月に各地区で開催した第３回タウンミーティングでの主な
質問とその回答を、下表のとおり公表します。
　その他の質問とその回答などは、市ホームページに掲載しています。
各テーマの詳細は担当課へおたずねください。

災
害
物
資
の
備
蓄
状
況

停
電
や
断
水
時
の

対
応

施
設
の
使
用
料
・

利
用
料

公
　
共
　
施
　
設

地域による避難所運営　　■問い合わせ先　危機管理課（内線５１０２）

　市では、計画に沿って水や食料を備蓄していますが、公助だけによら
ず自助・共助でも対応できるよう、市民の皆さまも災害発生時に備えて
水や食料の準備をお願いします。

災害発生時の水や食料を
備蓄しているか。

　地域によって偏りが出ないように備蓄を行っています。しかし、市民
全員の食料を賄えるほどの備蓄を行うことができないため、災害時には
住居の全焼・全壊等の理由により食料がないといった事情を抱える人か
ら優先的に備蓄品を配布する方針です。

備蓄品は指定避難所の収
容人数に見合った数を準
備しているか。

　市では、災害時に水や燃料を確保するための協定を企業や他自治体と
締結しています。災害発生時には協定先と連絡を取り合い、必要な物資
等を供給してもらえる体制を整えています。
　直近では、台風の影響で被災した提携先の自治体に対し、給水車や物
資の供給が必要かどうか確認を行いました。

停電や断水時における市
の対応は。

　全てのコミュニティセンターで老朽化が進んでおり、財政状況を鑑み
ると施設を一斉に建て替えることは難しい状況です。
　統廃合等の具体的な方針は決まっていないため、今後市民の皆さまの
ご意見を伺いながら検討を進めたいと考えています。

コミュニティセンターは中
学校区に１つで十分である。
統廃合について具体的な
計画はあるか。

　市では、平成28年に公共施設等総合管理計画を策定しています。個別
施設計画については、今年度中に策定できるように作業を進めています。
　来年度は、個別施設計画の策定結果を公共施設等総合管理計画に反映
させる改訂を行う予定です。

計画の見直しは今後どの
ようなスケジュールで進
めるのか。

　現在、個別施設計画を策定していますが、中長期的な視点でメンテナ
ンスを行い、規定の耐用年数より長く施設を使用することで、更新費用
の削減を目指しています。また、今ある全ての施設を維持・更新すること
は困難ですので、老朽化した施設等の整理・合理化を含め、身の丈に合っ
た施設量とし、更新費用の抑制を図る必要があります。

今後、更新費用が大幅に
不足するとのことだが、改
善に向けた方策はあるか。

　各公共施設の使用料・利用料については、受益者負担の原則を鑑み、
令和3年度からを目途に減免措置廃止や金額の見直しを行う予定です。

コミュニティセンターの使
用料・利用料が安いため、
金額の見直しや減免措置
廃止を行うべき。

いただいた質問にお答えしますいただいた質問にお答えしますいただいた質問にお答えします

第３回タウンミーティング（公共施設と避難所運営）

意　　見　・　質　　問 回　　　　　答

意　　見　・　質　　問 回　　　　　答

市内公共施設の「いま」と「これから」　　■問い合わせ先　総合政策課（内線２３４３）

や
　
す
　
た
　
け

あ
　
ず
　
み

作品は一部ひらがなを漢字に修正し紹介しています
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「広報はしま」に載ったあなたの写真を差し上げます。秘書広報課広報係（内線2322）までお知らせください。

火災への備え　消防操法の技術披露

51チームが健脚競う

市消防団消防操法技術競技会

羽島若獅子駅伝競走大会

　12月8日に羽島若獅子駅伝競走大会が開催され、372人
のランナーが市内を駆け抜けました。31回目の開催とな
る同大会には、一般男女の部22チーム、中学男女の部29
チームが出場。一般男女の部は、マラソンや駅伝大会では
珍しく新幹線駅前がスタート地点となり、桜堤サブセンター
など市南部を巡る特色あるコース設定となっています。　
　結果は、一般男子＝EXIT、中学男子＝羽島中駅伝部、
中学女子＝羽島中陸上競技部Aがそれぞれ優勝し、一般女
子＝JAぎふACなでしこが特別賞となりました。　　　　

　消防技術や士気の向上を目的に小型ポンプ操法の技術を
競う消防操法技術競技会が、11月17日に桑原町の長良川
防災船着場で開催されました。当日は、約500人の市消防
団員が会場に集結。爽やかな秋晴れの中、日頃から火災発
生時に備えて訓練を重ねた団員が、きびきびとした動きを
披露しました。
　審査の結果、堀津分団が優勝、優秀番員賞には田谷幸治
さん（竹鼻第一分団）、宮崎和馬さん、和田章裕さん（下
中分団）、脇田博之さん（堀津分団）が選ばれました。

官民一体の防犯活動を展開
特別警戒出発式

　「年末年始地域安全運動」と「年末の交通安全県民運動」
を啓発するため、岐阜羽島警察署にて特別警戒の出発式が
開催されました。これは、岐阜羽島警察署が年末にかけて増
加する犯罪と交通事故を未然に防止するため、市内の地域
安全パトロール隊と協力して行ったものです。
　同出発式には、市内８町から約20人が参加。岐阜羽島
警察署から出発の号令が出ると、青色回転灯パトロール車
に各町の隊員が乗り込み、市内を巡回して地域の防犯・交通
安全意識の高揚を図りました。

日本とスリランカの関係学ぶ
国際交流のつどい

　12月1日、不二羽島文化センターでコスモス奨学金（ス
リランカへの教育支援団体）副代表の野口芳宣氏を講師に
招き、国際交流のつどいが開催されました。
　野口氏は、1951年のサンフランシスコ講和会議におい
て、スリランカが日本に対する賠償請求権の放棄を宣言し
たことなど、戦後復興期からの同国との交流の意義につい
て講演されました。講演会終了後は、県内在住の同国出身
の若者を招いて交流会を開催。参加者は、伝統衣装のサリー
の着付けを体験するなど、交流を深めました。

Vol.10　スリランカで人気のあるスポーツ
東京五輪まで6カ月

　

ス
リ
ラ
ン
カ
で
も
日
本
と
同
じ
よ
う
に

野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

ラ
グ
ビ
ー
、
テ
ニ
ス
、
卓
球
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
技
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
で
す
が
、
圧
倒
的
人
気
を
誇
る
ス

ポ
ー
ツ
は
ク
リ
ケ
ッ
ト
で
す
。　
　
　
　

　

野
球
の
原
型
で
も
あ
る
同
種
目
は
、
1

試
合
を
5
日
間
か
け
て
行
う
11
人
制
の
伝

統
的
な
試
合
形
式
も
あ
り
ま
す
が
、
近
年

で
は
主
に
数
時
間
で
試
合
が
終
了
す
る
も

の
や
、
6
人
制
の
50
分
程
度
で
終
了
す
る

試
合
形
式
で
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。　
　

　

ク
リ
ケ
ッ
ト
は
、
そ
の
特
徴
と
し
て
、

試
合
中
に
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
が
あ
る
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
お
よ
そ
２
時
間
に
１
回
、

紅
茶
を
飲
み
な
が
ら
談
笑
す
る
優
雅
な
時

間
が
訪
れ
ま
す
。
試
合
の
勝
ち
負
け
も
大

切
で
す
が
、
参
加
者
と
の
交
流
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ス
リ
ラ
ン
カ
は
、
2
0
1
6
年
の
リ
オ

デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
陸
上
競

技
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
柔
道
、
射
撃
、
競

泳
、
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
競
技
に

そ
れ
ぞ
れ
選
手
が
出
場
し
て
い
ま
す
。　

　

2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
お
け
る
出
場

選
手
は
、
決
ま
り
次
第
、
コ
ラ
ム
等
で
ご

紹
介
し
ま
す
。

サリーの着付けを体験する参加者 優勝した堀津分団の団員

岐阜羽島駅をスタートする選手

アジアジュニア陸上競技選手権大会メンバー

青色回転灯パトロール車に乗り込む隊員ら

幼少期から公共交通に親しむ
園児によるコミュニティバス車内飾り付け

10年ぶりの県制覇　狙うは全国ベスト８
羽島中学校駅伝部の市役所表敬訪問

　11月25日、ひかり泉こども園さくら2組の園児による
コミュニティバス車内の飾り付けが行われました。
　この企画は、幼少期から公共交通に親しみを持ってもら
おうと企画したもので、市では初めての取り組みです。乗
車体験時に床やシートの色などから「宇宙」を連想した園
児は、イメージを膨らませてバスの車内全体を色紙などで
飾り付けていました。
　飾り付けされたバスは、12月24日まで東・はしまわる
線を中心に運行しました。

　山県市で開催された第28回県中学校駅伝競走大会で優
勝した羽島中学校駅伝部の選手が、結果報告のため11月
29日に市役所を表敬訪問しました。
　同校の優勝は10年ぶりの快挙。日々の練習の成果が実
を結び、6区間（合計18.6ｋｍ）で2位と1分以上の差をつ
ける磐石の展開でゴールテープを切りました。
　2区で区間新記録を樹立したキャプテンの加藤優弥選手
は「滋賀県野洲市で開催される全国大会では、ベスト8を
目標にしています」と力強く抱負を述べました。

飾り付けたバスで記念撮影する園児

市役所を表敬訪問した駅伝部の選手ら

お洒落と自転車のイベント　県内初開催
ツイードラン・尾州・羽島

　ツイードファッションを身にまとい、自転車で走る楽し
さを体感するツイードランが、11月30日に岐阜県に初上
陸し、羽島市で開催されました。このイベントは、2009年
にロンドンで始まり、現在はニューヨーク（アメリカ合衆
国）やフィレンツェ（イタリア）など、世界各国で開催さ
れています。
　約160人の参加者は、不二羽島文化センターを出発し、
尾州産地のシンボルであるテキスタイルマテリアルセンター
に加え、竹鼻まちなかなど市内の観光地を巡りました。　

竹鼻まちなかを自転車で走る参加者



税
・
料
の
お
支
払
い
は
、
安
心
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

今月の休日窓口業務 １月26日（日）午前９時～午後４時  （市民課・保険年金課・税務課・収納課）

1

　
１
月
は
市
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
月
で
す
。

納
期
限
は
１
月
31
日
（金）
で
す
。
　
　
　
　

税
・
料
の
納
付

　
市
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
な
い
ま
ま

放
置
す
る
と
、
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
ば

か
り
で
な
く
、
差
し
押
さ
え
等
の
滞
納
処

分
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
必
ず

納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
　
　
　

　
市
税
の
納
付
で
お
困
り
の
人
は
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
平
日
に
来
庁
で
き
な
い
場
合
は
、
休
日

窓
口
業
務
の
開
庁
日
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
収
納
課
（
内
線
２
２
４

２
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
税
の
納
付
は
納
期
限
ま
で
に

税
に
つ
い
て

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

農
地
（
田
）
異
動
の
申
告

　
水
利
地
益
税
の
適
正
な
課
税
の
た
め
、

桑
原
輪
中
土
地
改
良
区
域
内
の
農
地
（
田
）

に
お
い
て
、
令
和
元
年
（
平
成
31
年
）
中

に
貸
借
や
用
途
の
変
更
な
ど
の
理
由
で
耕

作
面
積
に
異
動
が
生
じ
た
人
は
、
１
月
31

日
（金）
ま
で
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
　
　

※

登
記
申
請
や
農
地
法
上
の
手
続
き
が
済

ん
で
い
る
人
は
、
申
告
不
要
で
す
。
　
　

学
資
の
支
弁
が
困
難
な
状
況
に

あ
る
家
庭
の
高
校
生
に
奨
学
金

　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
学
資
の
支
弁
が

困
難
な
状
況
に
あ
る
家
庭
の
子
ど
も
で
、

高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
高
等
部
、
高

等
専
門
学
校
（
３
年
生
ま
で
）
、
専
修
学

校
高
等
課
程
（
大
学
入
試
資
格
付
与
校
）

に
在
学
ま
た
は
進
学
を
予
定
し
て
い
る
、

心
身
と
も
に
健
康
で
、
学
業
成
績
が
優
秀

な
人
に
奨
学
金
を
支
給
し
ま
す
。
申
し
込

み
の
後
に
、
市
奨
学
金
支
給
審
査
委
員
会

の
審
査
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

申
込
期
間
　
１
月
７
日
〜
２
月
７
日
　
　

申
し
込
み
方
法
　
保
護
者
か
ら
学
校
教
育

課
へ
申
し
込
む
。
現
在
、
中
学
校
３
年
生

お
よ
び
義
務
教
育
学
校
９
年
生
の
人
は
、

学
校
へ
申
し
出
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
学
校
教
育
課
☎
（
３
９

３
）
４
６
７
４
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

償
却
資
産
の
申
告
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
１
月
１
日
現
在
で
市
内
に
償
却
資
産
を

所
有
し
て
い
る
人
は
、
１
月
31
日
（金）
ま
で

に
償
却
資
産
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
告
が
必
要
な
償
却
資
産
は
、
事
業

用
の
機
械
や
工
具
、
設
備
な
ど
で
す
。
　

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
資
産
税

係
（
内
線
２
２
３
４
・
２
２
３
５
）
　
　

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
は
お
早
め
に
　

　
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
期
限
は
、
１

月
31
日
（金）
で
す
。
昨
年
中
に
給
料
の
支
払

い
を
し
た
事
業
所
は
、
給
与
支
払
報
告
書

２
部
と
総
括
表
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
市
民
税

係
（
内
線
２
２
３
７
・
２
２
３
８
）
　
　

税
務
署
相
談
は
事
前
予
約
を
　
　
　
　
　

　
税
務
署
で
の
面
接
相
談
は
事
前
予
約
が

必
要
で
す
。
た
だ
し
、
確
定
申
告
期
間
中

（
２
月
17
日
〜
３
月
16
日
）
は
税
務
署
で

の
面
接
相
談
を
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の

で
、
確
定
申
告
会
場
へ
直
接
ご
来
場
く
だ

さ
い
。
３
月
17
日
以
降
の
予
約
は
、
同
日

よ
り
可
能
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
岐
阜
南
税
務
署
☎
（
２

７
１
）
７
１
１
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｅ‐

Ｔ
ａ
ｘ
（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
）
で
確
定

申
告
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
今
回
の
確
定
申
告
か
ら
、
「
２
カ
所
以

上
の
給
与
合
算
」
や
「
年
金
収
入
や
副
業

の
雑
所
得
」
な
ど
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

可
能
な
申
告
の
範
囲
が
広
が
り
ま
す
。
ス

高
齢
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

介
護
認
定
者
の
障
害
者
控
除
　
　
　
　
　

　
令
和
元
年
12
月
31
日
現
在
、
原
則
65
歳

以
上
で
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い
て
、
一

定
以
上
の
障
が
い
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

人
は
、
所
得
税
・
市
県
民
税
の
申
告
で
、

障
害
者
控
除
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

証
明
書
が
必
要
で
す
。
介
護
保
険
証
、
印

鑑
を
お
持
ち
の
上
、
高
齢
福
祉
課
で
証
明

書
発
行
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
　

お
む
つ
代
に
係
る
医
療
費
控
除
　
　
　
　

　
確
定
申
告
な
ど
で
、
お
む
つ
代
が
医
療

費
控
除
の
対
象
と
し
て
認
め
ら
れ
る
に
は
、

お
む
つ
代
の
領
収
書
、
寝
た
き
り
状
態
に

あ
る
こ
と
と
治
療
上
お
む
つ
の
使
用
が
必

要
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
医
師
が
発
行
し

た
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を

受
け
る
の
が
２
年
目
以
降
の
場
合
は
、
介

護
保
険
の
主
治
医
意
見
書
に
よ
り
①
寝
た

き
り
の
状
態
に
あ
る
こ
と
②
尿
失
禁
の
可

能
性
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
れ
ば
、「
お

む
つ
使
用
証
明
書
」
の
代
わ
り
に
、
市
で

確
認
書
を
お
渡
し
し
ま
す
。
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
高
齢
福
祉
課
（
内
線
２

５
５
４
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
庭
で
の
事
故
に
注
意

　
急
激
な
温
度
変
化
に
よ
っ
て
、
血
圧
が

大
き
く
変
動
し
、
身
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
を
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
い
い
ま
す
。

　
冬
場
の
冷
え
込
ん
だ
ト
イ
レ
や
洗
面
室
、

浴
室
な
ど
温
度
差
が
あ
る
場
所
で
起
こ
り

や
す
く
、
突
然
死
の
要
因
に
な
り
ま
す
。

特
に
入
浴
の
際
に
は
注
意
が
必
要
で
、
お

湯
の
温
度
設
定
や
浴
室
と
脱
衣
室
の
温
度

差
を
少
な
く
す
る
等
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
　
救
急
指
令
課
☎
（
３
９

２
）
２
６
０
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
日
本
に
住
所
の
あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
全
て
の
人
（
学
生
・
外
国
人
を
含
む
）

は
、
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

　
未
加
入
期
間
や
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が

あ
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
額
が
少
な
く
な
っ

た
り
、
受
給
で
き
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
病
気
な
ど
で
障

が
い
者
に
な
っ
た
場
合
に
、
障
害
基
礎
年

金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
20
歳
に
な
っ
た
こ
と
で
第
１
号
被
保
険

者
に
な
る
人
（
自
営
業
の
人
や
学
生
な
ど
）

に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
国
民
年
金
加

入
の
お
知
ら
せ
や
納
付
書
な
ど
が
送
付
さ

れ
ま
す
。
な
お
、
年
金
手
帳
も
別
途
送
付

さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
険
料
の
免
除
・
猶
予
・
納
付
特
例
の
手

続
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
保

険
料
の
支
払
い
が
免
除
・
猶
予
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
学
生
は
、
本
人
に
一
定

の
所
得
が
な
い
場
合
、
学
生
納
付
特
例
制

度
が
利
用
で
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

種
別
変
更
手
続
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
会
社
を
退
職
し
た
と
き
な
ど
、
厚
生
年

金
の
資
格
を
喪
失
し
た
と
き
は
届
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

各
種
手
続
き
に
は
、
認
印
・
年
金
手
帳
・

個
人
番
号
が
分
か
る
も
の
・
学
生
証
・
健

康
保
険
証
な
ど
が
必
要
で
す
。
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
岐
阜
南
年
金
事
務
所
☎

（
２
７
３
）
６
１
６
１
ま
た
は
保
険
年
金

課
国
民
年
金
係
（
内
線
２
２
６
４
）
　
　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
宅

防
火
診
断

　
火
気
、
電
気
、
暖
房
器
具
な
ど
の
使
用

状
況
の
確
認
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
と
維
持
管
理
状
況
の
確
認
に
消
防
職
員
・

女
性
消
防
団
員
が
訪
問
し
ま
す
。
　
　
　

対
象
者
　
75
歳
以
上
の
１
人
暮
ら
し
の
人

期
間
　
２
月
３
日
〜
３
月
６
日
　
　
　
　

対
象
地
域
　
足
近
町
、
竹
鼻
町
、
堀
津
町
、

上
中
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
羽
島
消
防
署
☎
（
３
９

２
）
２
９
９
３
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
林
業
セ
ン
サ
ス
を
実
施

　
農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
我
が
国
に
お
け

る
農
林
業
の
生
産
構
造
や
就
業
構
造
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
５

年
ご
と
に
実
施
す
る
統
計
調
査
で
す
。
調

査
内
容
は
、
統
計
以
外
の
目
的
に
使
用
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　

　
調
査
員
が
伺
い
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
総
務
課
（
内
線
２
３
５

４
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
申
告
に
は
、
確
定
申

告
用
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
で
す
が
、

昨
年
ま
で
に
申
告
会
場
で
「
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス

ワ
ー
ド
方
式
の
届
出
完
了
通
知
」
を
受
け

取
ら
れ
た
人
は
、
記
載
さ
れ
て
い
る
Ｉ
Ｄ
・

パ
ス
ワ
ー
ド
を
利
用
し
て
申
告
可
能
で
す
。

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
人

は
岐
阜
南
税
務
署
で
発
行
で
き
ま
す
。
　

　
そ
の
他
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
読

み
取
り
対
応
済
み
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

利
用
し
た
申
告
も
始
ま
り
ま
す
。
　
　
　

　
詳
し
く
は
、
国
税
庁
　
　
　
　
　
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
　
　
　
　
　
　
　

認
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
の
利
用
を

　
電
子
申
告
を
し
た
法
人
住
民
税
お
よ
び

個
人
住
民
税
の
給
与
特
別
徴
収
分
は
、
令

和
元
年
10
月
よ
り
電
子
納
税
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
電
子
申
告
と
と
も
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
詳
し
く
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ

Ａ
Ｘ
地
方
税
ポ
ー
タ
ル

シ
ス
テ
ム
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談
　
　
　
　
　
　

　
名
古
屋
税
理
士
会
岐
阜
南
支
部
主
催
の

無
料
相
談
を
開
催
し
ま
す
。
　
　
　
　
　

日
時
　
２
月
８
日
（土）
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
30
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

場
所
　
岐
阜
産
業
会
館
５
階
第
一
会
議
室

問
い
合
わ
せ
先
　
名
古
屋
税
理
士
会
岐
阜

南
支
部
☎
（
２
７
４
）
０
６
５
８
　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
の
申
告
受
付

　
混
雑
緩
和
の
た
め
、
確
定
申
告
期
間
前

に
次
の
日
程
で
受
付
会
場
を
開
設
し
ま
す
。

　
譲
渡
所
得
の
あ
る
人
、
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
を
初
め
て
受
け
る
人
、
青
色
申

告
を
す
る
人
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
の
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
市
民
会

館
ま
た
は
マ
ー
サ
21
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

eLTAX地方税
ポータルシステム

国税庁
ホームページ

※受付時間：午前９時30分～11時30分
　　　　　　午後１時～３時30分

桑原コミュニティセンター

上中コミュニティセンター

小熊コミュニティセンター

足近コミュニティセンター

2月４日（火）

2月５日（水）

2月６日（木）

2月７日（金）

2月10日（月）

2月12日（水）

正木コミュニティセンター

場　所 日　程移住支援金
申請は期間内に

　市内へ移住した人のうち、
要件を満たす人に支援金を交
付します。
　住民票を移してから３カ月
以上１年以内の期間に申請し
てください。
　詳しくは、
右QRコー
ドをご確認
ください。

問い合わせ先　総合政策課　
内線２３４５
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募

集

催

し

そ

の

他

福
祉
有
償
運
送
運
転
者
お
よ
び

セ
ダ
ン
等
運
転
者
講
習
会

♨今月の羽島温泉の休館日 １月１日～３日・6日（月）・15日（水）・25日（土）

●
日
時
＝
２
月
20
日
（木）
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
、
２
月
21
日
（金）
午
前

９
時
〜
午
後
０
時
30
分
　
●
場
所

＝
消
防
本
部
　
●
定
員
＝
60
人
　

●
受
講
料
＝
テ
キ
ス
ト
代
４
０
０

０
円
　
●
申
込
期
間
＝
１
月
20
日

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
達
人
　

杉
山
三
四
郎
さ
ん
の
話
を
通
じ
て
、

子
育
て
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
　

●
定
員
＝
子
育
て
中
の
親
子
50
組

●
期
日
＝
１
月
29
日
（水）
　
●
時
間

＝
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
　

●
場
所
＝
ま
さ
き
こ
ど
も
園
内
「
ゆ

う
ゆ
う
」
　
●
参
加
料
＝
無
料
　

●
詳
し
く
は
、
子
育
て
・
健
幸
課

（
内
線
２
５
２
２
）
へ
　
　
　
　

企
画
展
　
昔
の
く
ら
し
と
道
具
展

「
ふ
る
里
の
原
風
景
」
　
　
　
　

●
期
間
＝
１
月
５
日
〜
３
月
15
日

映
画
の
集
い
「
危
う
し
快
傑
黒
頭

巾
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
期
日
＝
１
月
11
日
（土）
　
●
時
間

＝
午
前
10
時
〜
、
午
後
２
時
〜
　

マ
イ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
　
　
　
　
　

「
ふ
る
里
の
原
風
景
」
小
川
照
夫

さ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
期
間
＝
１
月
５
日
〜
３
月
15
日

◇
入
館
料
＝
高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料
　※

マ
イ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
参
観
は
無
料
　

◇
開
館
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◇
休
館
日
＝
１
月
１
日
〜
４
日
・

６
日
（月）
・
14
日
（火）
・
20
日
（月）
・
27

日
（月）
、
２
月
３
日
（月）
　
　
　
　
　

※

詳
し
く
は
、
同
資
料
館
☎
（
３

９
１
）
２
２
３
４
へ
　
　
　
　
　

所
蔵
品
展
「
高
ら
か
に
　
新
し
き

年
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
富
士
山
を
テ
ー
マ
に
し
た
絹
谷

幸
二
や
林
正
太
郎
等
の
絵
画
・
陶

芸
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
　
　
　

●
開
館
期
間
＝
２
月
９
日
（日）
ま
で

予
約
講
座
　
　
　
　
　
　
　
　
　

館
長
が
美
術
を
語
る
シ
リ
ー
ズ
「
こ

ど
も
の
夢
と
心
を
育
て
る
」
　
　

●
日
時
＝
１
月
11
日
（土）
午
後
２
時

〜
　
●
参
加
費
＝
入
館
料
の
み
　

●
定
員
＝
先
着
40
人
（
同
ギ
ャ
ラ

リ
ー
へ
電
話
で
予
約
す
る
）
　
　

◇
入
館
料
＝
高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料
　
　
　
　

◇
開
館
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◇
休
館
日
＝
１
月
１
日
〜
４
日
・

６
日
（月）
・
14
日
（火）
・
20
日
（月）
・
27

日
（月）
、
２
月
３
日
（月）
　
　
　
　
　

※

詳
し
く
は
、
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
☎

（
３
９
３
）
０
９
５
１
へ
　
　
　

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー

　
雑
誌
の
年
間
購
入
代
金
を
負
担

し
て
い
た
だ
き
、
最
新
号
の
カ
バ
ー

に
ス
ポ
ン
サ
ー
名
、
裏
面
に
広
告

を
掲
載
す
る
制
度
で
す
。
　
　
　

●
応
募
資
格
＝
企
業
等
（
個
人
除

く
）
　
●
対
象
雑
誌
＝
図
書
館
が

作
成
し
た
リ
ス
ト
に
基
づ
き
協
議

の
上
、
選
定
　
●
ス
ポ
ン
サ
ー
期

間
＝
１
年
以
上
　
●
詳
し
く
は
、

図
書
館
☎
（
３
９
２
）
２
２
７
０

へ

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

不
二
竹
鼻
町
屋
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
催
し

歴
史
民
俗
資
料
館
・

映
画
資
料
館
の
催
し

図
書
館
の
催
し

赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
　
　
　
　
　
　

　
泣
い
て
も
、
ぐ
ず
っ
て
も
大
丈

夫
！
赤
ち
ゃ
ん
の
図
書
館
デ
ビ
ュ
ー

を
し
ま
せ
ん
か
。
　
　
　
　
　
　

●
期
日
＝
１
月
15
日
（水）
、
２
月
５

日
（水）
　
●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分

〜
正
午
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
は
な
し
ひ
ろ
ば
　
　
　
　
　
　

　
ど
ん
な
お
話
か
な
？
親
子
で
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
１
月
11
日
（土）
・
25
日
（土）

●
時
間
＝
午
後
２
時
〜
３
時
　
　

◇
開
館
＝
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

◇
休
館
日
＝
１
月
１
日
〜
３
日
・

６
日
（月）
・
14
日
（火）
・
20
日
（月）
・
27

日
（月）
・
31
日
（金）
、
２
月
３
日
（月）
　

※

詳
し
く
は
、
図
書
館
☎
（
３
９

２
）
２
２
７
０
へ
　
　
　
　
　
　

●
期
間
＝
１
月
23
日
〜
26
日
　
●

時
間
＝
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
最

終
日
は
午
後
４
時
）
　
●
場
所
＝

不
二
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー
　
●
部

門
＝
絵
画
・
デ
ザ
イ
ン
、
書
写
、

立
体
作
品
、
特
別
支
援
学
級
、
特

別
支
援
学
校
　
●
詳
し
く
は
、
生

涯
学
習
課
☎
（
３
９
３
）
４
６
７

２
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

男
女
共
同
参
画
講
座

　
難
病
患
者
の
人
と
家
族
の
た
め

の
相
談
や
交
流
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
＝
１
月
26
日
（日）
午
後
１
時

〜
４
時
　
●
場
所
＝
Ｏ
Ｋ
Ｂ
ふ
れ

あ
い
会
館
３
階
　
●
内
容
＝
医
師

に
よ
る
個
別
相
談
（
神
経
内
科
・

整
形
外
科
・
膠
原
病
内
科
・
血
液

内
科
）
等
（
予
約
優
先
）
と
患
者
・

家
族
の
交
流
　
●
詳
し
く
は
、
県

難
病
団
体
連
絡
協
議
会
☎
（
２
１

４
）
８
７
３
３
へ
　
　
　
　
　
　

難
病
医
療
福
祉
相
談
会

市
美
術
展
（
少
年
の
部
）

●
期
日
＝
１
月
12
日
（日）
　
●
受
付

時
間
＝
午
前
９
時
〜
　
●
場
所
＝

不
二
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー
　
●
内

容
＝
出
身
中
学
校
区
別
等
交
流
会
、

記
念
式
典
　
●
詳
し
く
は
、
生
涯

学
習
課
☎
（
３
９
３
）
４
６
７
２

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
人
の
日
記
念
式
典

市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

●
期
日
＝
２
月
２
日
（日）
　
●
時
間

＝
午
前
８
時
30
分
〜
　
●
場
所
＝

竹
鼻
小
学
校
　
●
参
加
資
格
＝
市

内
在
住
・
在
学
・
在
勤
者※

組
み

合
わ
せ
抽
選
会
に
各
チ
ー
ム
１
人

の
参
加
　
●
参
加
料
＝
１
チ
ー
ム

１
０
０
０
円
　
●
申
込
方
法
＝
１

　
福
祉
車
両
の
運
送
に
お
け
る
知

識
と
技
術
を
習
得
し
ま
す
。
　
　

●
定
員
＝
24
人
　
●
日
時
＝
２
月

15
日
（土）
午
前
９
時
15
分
〜
午
後
４

時
お
よ
び
２
月
16
日
（日）
午
前
９
時

15
分
〜
午
後
４
時
40
分
の
２
日
間

●
場
所
＝
は
し
ま
福
祉
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
　
●
受
講
料
＝
７
０
０

〜
２
月
７
日
　
●
詳
し
く
は
、
消

防
本
部
予
防
課
☎
（
３
９
２
）
２

６
０
１
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
14
日
（火）
ま
で
に
、
申
込
用
紙
と

参
加
料
を
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
☎
（
３

９
３
）
４
６
２
２
へ
提
出
　
　
　

国
際
交
流
協
会
の
催
し

幼
児
向
け
英
語
遊
び
　
　
　
　
　

　
遊
び
を
通
し
て
、
親
子
で
英
語

に
触
れ
合
い
ま
す
。
　
　
　
　
　

●
定
員
＝
３
歳
ま
で
の
幼
児
と
そ

の
保
護
者
20
組
　
●
期
日
＝
１
月

16
日
（木）
　
●
時
間
＝
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
15
分
　
●
場
所
＝
資
源

物
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
　
●
参
加
料

＝
会
員
無
料
、
非
会
員
５
０
０
円

●
申
込
期
限
＝
１
月
14
日
（火）
　
　

ワ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
　
　
　
　
　
　

　
世
界
中
で
広
く
飲
ま
れ
て
い
る

ワ
イ
ン
を
通
じ
て
異
文
化
理
解
を

深
め
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

●
定
員
＝
20
人
　
●
期
日
＝
１
月

総
務
課

内
藤 

さ
ゆ
り 

さ
ん

（
岐
阜
大
学
大
学
院
修
了
）

22
日
（水）
　
●
時
間
＝
午
後
６
時
30

分
〜
８
時
30
分
　
●
場
所
＝
ホ
テ

ル
Ｋ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
　
●
参
加
料
＝
会
員

４
５
０
０
円
、
非
会
員
５
５
０
０

円
　
●
申
込
期
限
＝
１
月
15
日
（水）

※

申
込
多
数
の
場
合
会
員
優
先
　

※

詳
し
く
は
、
国
際
交
流
協
会
事

務
局
（
市
民
協
働
課
内
・
内
線
２

３
１
２
）
へ
　
　
　
　
　
　
　
　

1

０
円
〜
１
万
１
０
０
０
円
　
●
詳

し
く
は
、
岐
阜
羽
島
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
会
☎
（
３
９
３
）
０
７
５
１

へ
　

岐阜県離職者等委託訓練　訓練生募集

詳しくは、県ホームページでご確認ください。

正社員就職を希望する人を対象に、資格取得に向けた職業訓練生を募集します。
令和２年４月から２年間、入学金、授業料等が無料（別途教材費等は必要）で資格取得を目指します。

介護福祉士

資　格

サンビレッジ国際医療福祉専門学校

中部学院大学短期大学部

訓　練　実　施　校

岐阜聖徳学園大学短期大学部

中部学院大学短期大学部

3月10日（火）

申込期限

3月10日（火）

2月21日（金）

3月3日（火）

15人

定員

15人

10人

10人

0585（45）2220

問い合わせ

0575（24）2213

058（278）0727

0575（24）2213
保育士

　献血者が減少しがちな冬季において、安全な血液

製剤を安定的に患者さんに届けるため、皆さんの献

血に関する理解と協力をお願いします。

問い合わせ先　子育て・健幸課（内線5302）　　

　糖尿病や高血圧、脂質異常症などの生活習慣病は、

動脈硬化（血管が傷つきボロボロになる）の原因に

なって、脳卒中（脳梗塞、脳出血）や心筋梗塞の危

険性を高めます。

　定期的に健診を受け、生活習慣病を予防し、将来

にわたって脳卒中・心筋梗塞の発症を予防しましょう。

問い合わせ先　子育て・健幸課（内線5304）　　

はたちの献血　１月１日～２月29日 生活習慣病を予防しましょう

　市職員として職務に従事するかたわら、大学院で

の研究をまとめ、論文を執筆。大垣市の荒尾南遺跡

の花粉化石や微粒炭から、古墳時代（西暦200～600

年ごろ）の寒冷化で稲作が衰退したことに対応して、

焼畑農業が復活していたことが判明しました。発表し

た論文が昨年の秋、英国の国際誌に掲載されました。

教育委員会表彰26人5団体を表彰
教育関係委員　

伏屋敬介（教育委員会委員）大島貞男（学校医）

里村廣司（学校医）浅野幸一郎（学校医）

児童・生徒　

長谷美玲（正木小２）毛利希颯（正木小４）兼松修

麻（正木小５）坂井椿（正木小５）𠮷田彩華（正木
小６）日比士（竹鼻小３）芝拓（竹鼻小４）春日琉

伊（竹鼻小５）丸山一休（竹鼻小５）渡邉藍（福寿

小４）伊藤弥路 （中央小５）太田万結（羽島中１）

横幕和希（羽島中２）上原すずか（羽島中３）加藤

優弥（羽島中３）森千花（竹鼻中２）斉藤史弥（中

央中３）平林啓吾（中央中３）平塚心遥（中央中３）

𠮷村泰盛（中島中３）
学校・団体その他

ちゅうぶサッカースポーツ少年団FCパトロル、羽

島中学校陸上競技部男子、竹鼻中学校柔道部女子、

竹鼻中学校卓球部男子、中央中学校ソフトテニス

部男子、𠮷村郁哉（空手）、阿部睦子（テニス）

誰かを思う 誰かを救う。
　　　　　　はたちの献血



問い合わせ先　不二羽島文化センター☎（393）2231
ホームページアドレス　http://www.hashimac.org

information＋
相談ダイアリー 不二羽島文化センター

一宮市 市民病院

種　　別 相　談　日 時　　間

市 政 相 談 毎週月～金曜日 8:30～17:00

行 政 相 談 ２月６日

２月５日

１月９日、２月13日

13:00～16:00

法　律　相　談
（ 予 　 約 　 制 ）

13:00～15:00

交通事故相談 毎週火・木曜日 10:00～16:00

年金・社会保険
労　働　相　談
（ 予 約 優 先 ）

13:00～16:00

心配ごと相談
（ 予 約 優 先 ）

毎週金曜日 13:00～16:00

家庭児童相談

人 権 相 談

毎週月～金曜日

毎週月～金曜日

8:30～17:00母 子 相 談

毎週月・木曜日 13:00～15:00就業促進相談

13:00～16:00

13:00～16:00

１月８日・24日、
２月12日

１月６日・20日、
２月３日

１月15日

建築設計相談
（ 耐 震 相 談 ）

不 動 産 相 談
（ 予 約 優 先 ）

登記・相続相談
（ 予 約 優 先 ）

１月22日

多重債務相談
（ 予 約 優 先 ）

１月21日

13:00～16:00

消費生活相談 毎週月～金曜日

13:00～16:00

9:00～16:00

13:00～16:00

8:30～17:00

休館日　1月1日～ 4日、7日（火）・14日（火）・21日（火）・28日（火）

●祝日は、全ての相談を休みます。

●相談は無料で、秘密は厳守します。

●法律相談は予約制です。事前に申し込みしてくだ
さい。（電話予約も可）

糖尿病教室　　　　　時　間　午後2時～3時

市民公開セミナー　　時　間　午後2時～3時30分

参加料　無料

期日

期日

１/６
(月)

１/８
（水）

透析療法について
（腎臓内科部長　中川　宗大）

薬物療法　インスリンの効きを良くする薬
低血糖に注意する薬（薬剤師）

正月太り解消の運動　体力年齢を知ろう
糖尿病運動療法（理学療法士）

１/20
(月)

生活指導　日常生活の落とし穴
血糖測定にチャレンジ（看護師・検査技師）

糖尿病とは（医師）

１/27
(月)

２/３
(月)

一宮市博物館　企画展
くらしの道具　～博物館にすむ妖怪たち～

期　間　１月11日～３月８日　　　　　　　　

開　館　午前９時30分～午後５時　　　　　　

　　　　（入館は午後4時30分まで）

休館日　月曜日（1月13日、2月24日を除く）、

　　　　1月14日（火）、2月12日（水）・25日（火）

観覧料　大人200円、高・大学生100円、　　

　　　　小中学生50円　　　　　　　　　　　

問い合わせ先　一宮市博物館　☎0586（46）3215

　昔の生活道具に加え、「妖怪」をテーマに寝室
や台所などの身近な生活道具を妖怪に見立て
展示します。クイズや体験を織り交ぜながら、
昔のくらしを紹介します。

開催日時　　毎月土曜日（月2回程度）午後0時15分～55分
　　　　　　※開催期間は4月～9月
会　　場　　不二羽島文化センター　1階メディアカーニバル
資　　格　　羽島市内在住・在勤者を含む団体または個人
経　　費　　出演者負担
　　　　　　※当日の控え室、リハーサル場所（1回限り）は無料
　　　　　　※必要備品については、要相談
募集期間　　新規団体　2月8日～22日
　　　　　　その他　　2月9日～23日
募集団体　　11団体（予定）※先着順
申込方法　　申込書に必要事項を記入し、同センターへ提出

２年度 友の会「センターメイト」会員募集

「サタデー・ランチタイム・コンサート」出演者募集

有効期限　９月22日（火）まで
主な特典　・自主企画事業の入場券が2割引で購入でき
　　　　　　ます。（枚数制限・対象外事業あり）　　　
　　　　　・先行販売、電話予約ができます。　　　
　　　　　・毎月ダイレクトメールを郵送します。　
　　　　　・親睦ツアーに参加できます。　　　　　
申込方法　2月2日（日）以降に同センターで申し込む　

内　容（担当）

内　容（担当）

　次の計画案等についてご意見を募集します。これらの案は、市ホームページ、各コミュニティセンター

および担当課で閲覧・配付します。

　意見には、住所・氏名を明記し持参いただくか、電子メール、ファクシミリ、郵送にて提出してください。

市民の意見募集（パブリックコメント）手続き

羽島市地域防災計画修正案
　県の地域防災計画の修正等に伴い、近年の災害対応の
教訓を踏まえた運用の改善や、水害への対策等に関する
ことについて「羽島市地域防災計画」の内容を修正します。

意見募集期間　１月８日～２月７日
応募・問い合わせ先
〒501-6292　羽島市竹鼻町55　　　　　　　　　
　　　　　　羽島市役所　危機管理課
☎（392）1111（内線5102）　FAX（394）0250
　 kiki@city.hashima. lg. jp

羽島市空家等対策計画案
　これまでの取り組みを踏まえた空き家対策について、
総合的かつ計画的に実施するため、令和2年度から6年度
を計画期間とした「羽島市空家等対策計画」を策定します。

意見募集期間　１月８日～２月７日
応募・問い合わせ先
〒501-6292　羽島市竹鼻町55　　　　　　　　　
　　　　　　羽島市役所　生活交通安全課
☎（392）1111（内線2152）　FAX（391）2161
　 anzen@city.hashima. lg. jp

第2期羽島市子ども・子育て支援事業計画案
　安心して子育てができるような支援の取り組みを総合
的に推進するため、令和2年度から6年度を計画期間とし
た「羽島市子ども・子育て支援事業計画」を策定します。

意見募集期間　１月６日～２月５日
応募・問い合わせ先
〒501-6292　羽島市竹鼻町55　　　　　　　　　
　　　　　　羽島市役所　子育て・健幸課
☎（392）1111（内線2522）　FAX（391）5934
　 kosodatekenko@city.hashima. lg. jp

羽島市地域公共交通網形成計画案
　地域公共交通ネットワークの形成や地域公共交通の
活性化を推進するため、令和2年度から6年度を計画期間
とした「羽島市地域公共交通網形成計画」を策定します。

意見募集期間　１月６日～２月５日
応募・問い合わせ先
〒501-6292　羽島市竹鼻町55　　　　　　　　　
　　　　　　羽島市役所　生活交通安全課
☎（392）1111（内線2153）　FAX（391）2161
　 anzen@city.hashima. lg. jp

種　　　別 年　会　費

メイト会員 1,000円

G　会　員 3,500円

法 人 会 員 10,000円
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医療機関（医科・歯科）

加地内科（足近町）
☎（392）6688

たけはな歯科（竹鼻町）
☎（391）2122

河合胃腸科クリニック（竹鼻町）
☎（392）5118

棚橋歯科医院（竹鼻町）
☎（391）7231

河村医院（舟橋町）
☎（392）2281

タカダ歯科（竹鼻町）
☎（394）1135

丸の内クリニック（竹鼻町）
☎（393）0765

やまだ歯科医院（江吉良町）
☎（392）1899

黒田医院（桑原町）
☎（398）8201

糸井川歯科医院（竹鼻町）
☎（391）5819

第２河合歯科医院（正木町）
☎（392）1158

さの内科クリニック（小熊町）
☎（391）8802

浅野歯科（竹鼻町）
☎（392）9222

天外メンタルクリニック（福寿町）
☎（392）1502

𠮷田歯科医院（舟橋町）
☎（260）7000

田中整形外科（正木町）
☎（391）8555

入山歯科医院（上中町）
☎（392）8214

里村耳鼻咽喉科（足近町）
☎（392）9300

期　日

１月１日
（水）

１月２日
（木）

１月３日
（金）

１月12日
（日）

１月５日
（日）

１月13日
（月）

１月26日
（日）

１月19日
（日）

２月２日
（日）

行　事　名 【 対 象 者 】

乳 幼 児 相 談
【 乳 幼 児 ( 希 望 者 ) 】

離 乳 食 教 室
【５カ月前後の子（希望者）】

は み が き 教 室 と
フ ッ 化 物 塗 布
【29年7月・30年１月生まれ（希望者）】

健 康 相 談
【 希 望 者 】

１月21日（火）
※要申込

9：10～11：30（受付）
所要時間約２時間

胃・肺・大腸がん検診
【 4 0 歳 以 上（ 希 望 者 ）】

精神保健（こころの）相談
【 希 望 者 】

期　　日　　等

１月９日（木）・23日（木）

１月15日（水）

１月30日（木）
※要予約

随　　時

時　　間

9：30～11：00（受付）

10：00～10：10（受付）
所要時間約1時間30分

9：40～10：40（受付）
所要時間約1時間30分

8：30～17：15

13：30～15：30

大 腸 が ん 検 診
（ 医 療 機 関 委 託 ）
【 4 0 歳 以 上（ 希 望 者 ）】

乳 が ん 検 診
【30歳以上の女性（希望者）】

１月25日（土）
場所：正木コミュニティセンター

１月28日（火）
場所：資源物ストックヤード

※要予約

１月14日（火）・27日（月）
場所：資源物ストックヤード

※要予約

午前の部 9：10～11：30
午後の部 13：10～15：30

（受付）
所要時間約1時間

大 腸 が ん 検 診
【40歳以上の女性（希望者）】

胃 が ん
（ 医 療 機 関 委 託 ）
【 5 0 歳 以 上（ 希 望 者 ）】

２月29日（土）まで

２月29日（土）まで
子宮頸がん・体がん検診
（ 医 療 機 関 委 託 ）
【20歳以上の女性（希望者）】

実施医療機関
陳産婦人科
☎（391）4188

花林レディースクリニック
☎（393）1122
の診療時間内

実施医療機関の診療時間内
実施医療機関はホーム
ページでご確認または、
保健センターへお問い
合わせください　　

※往診はありません。
※必ず保険証を持参し、電話連絡の上、受診してください。

※市内に住民票がある人が対象です。　※子どもの健康診査は個別に郵送する案内文書でご確認ください。
※各がん検診は年度に1回受診できます。生活保護世帯の人は無料のため、検診を受ける前に
　保健センターへご連絡ください。
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■人口　67,767人（－181）・男33,538人・女34,229人　■世帯数　26,756世帯（＋429）　令和元年12月1日現在　※(　）は、前年同月との比較

Facebook
フェイスブック ツイッター

羽島市の話題、最新情報をチェック!

Twitter
インスタグラム

Instagram
広報はしまをアプリで配信中です!

App store・Google playから
「マチイロ」を検索し、ダウンロード

妊娠が明らかになった人は、早めに母子健康手帳の交付を受けましょう。予約制となりますので必ず事前に
ご連絡ください。（所要時間約40分）　　■交付場所・予約先　保健センター（内線5302・5303）

＃68 
病児・病後児保育の
　事前登録をしませんか？

　病児・病後児保育で預かるこ
とができる子どもは、生後7カ
月児から小学3年生まで。医療
機関の診断により症状の急変が
認められず、病気のため集団保
育が困難で、保護者の就労等に
より家庭で保育を行えない場合
に利用できます。（日曜日、祝祭日、
年末年始は休業日）
　利用時間や料金など詳しくは、
病児保育室かみなりくん☎（３９
４）０１１２、もしくは子育て・健幸
課（内線２５２２）までお問い
合わせください。

　「病児保育室かみなりくん」
では、病児・病後児保育を行っ
ています。この事業は、保育
園・学校等に通う子どもが、病
気で集団保育が難しい場合、子
どもを預けることができるもの
です。
　利用を希望する場合は、電話
で日時予約をした上で、事前の
登録手続きが必要です。

母子健康手帳の交付

１月  保健コーナー 休日急病診療場所・問い合わせ先
保健センター（内線5302・5303）

診療時間
午前9時～午後2時

◎広報紙の掲載内容は市ホームページでも確認できます。

父：大西輝明さん　母：智美さん　〔正木町〕
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